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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘッジホッグシグナル伝達経路の負の調節因子。標的遺伝子のGLI1を介したトランス活性化を下方制御します。DNAに結合したGLI1に作用するコリプレッサー複合体の一部です。また、GLI1をBTRCに結合させ、それによってGLI1をプロテアソームによる分解に誘導する働きもあります。細胞質内にGLI1、GLI2、およびGLI3を隔離しますが、この効果は、SUFUとGLIタンパク質の両方にSTK36が結合することで解除されます。β-カテニンシグナル伝達の負の調節因子です。全長GLI3（GLI3FL）のリプレッサー型（GLI3R）またはアクチベーター型（GLI3A）の形成を制御します。GLI3FLは細胞質内でSUFUと複合し、中性状態に維持されます。 Hhシグナルがない場合、SUFU-GLI3複合体は繊毛にリクルートされ、GLI3FLからGLI3Rへの効率的なプロセシングが行われます。Hhシグナル伝達が開始されると、SUFUはGLI3FLから解離し、GLI3FLは核に移行し、そこでリン酸化、不安定化、転写活性化因子（GLI3A）に変換されます。毛包の適切な形成と表皮分化の制御に必要です（類似性による）。
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	全レーン：1:2000希釈の抗SUFU抗体

